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国
の
発
展
を
弱
め
て
し
ま
う
。
子
供
達
に
豊
か
な
生

活
を
作
る
こ
と
が
、
我
々
の
未
来
へ
の
責
任
だ
。
」
と
、

ガ
ス
業
界
に
と
っ
て
節
電
を
ア
ピ
ー
ル
し
に
く
く
な

る
主
張
も
あ
り
ま
し
た
が
、
逆
に
真
実
味
あ
ふ
れ
る
、

聴
衆
を
あ
き
さ
せ
な
い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。 

           

続
い
て
、
有
識
者
４
名
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。 

原
発
に
変
わ
る
代
替 

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て 

 

中
岸 

や
っ
ぱ
り
ガ
ス
！
！
電
源
用
と
し
て
は
Ｌ
Ｎ

Ｇ
、
民
生
用
と
し
て
は
、
太
陽
光+

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
を
１

０
０
万
戸
に
設
置
す
れ
ば
、
原
発
４
基
相
当
分
の
電
気
を

補
え
る
。
オ
ー
ル
電
化
の
深
夜
電
力
が
原
発
を
支
え
て
い

る
。
子
供
達
の
未
来
の
為
に
、
大
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

い
分
け
る
と
い
う
事
が
必
要
で
す
。 （

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

年
十
月
十
二
日
、
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
３
５
０
人
を
超
え
る
お
客
様
・
メ
ー
カ
ー
・

協
会
員
・
関
係
者
の
方
々
が
会
場
に
訪
れ
、
熱
心
に
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

        

ま
ず
、
武
田
邦
彦
中
部
大
学
教
授
が
「
考
え
よ
う
！
未

来
へ
の
責
任 

～
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と

～
」
と
い
う
演
題
で
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

武
田
氏
は
「
原
発
は
マ
ス
コ
ミ
が
真
実
を
報
道
し
な
い

為
、
安
全
神
話
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
震
度
６

の
地
震
が
く
れ
ば
原
発
は
全
て
壊
れ
る
」
と
持
論
を
展

開
。「
Ｃ
Ｏ
２
に
よ
っ
て
、
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る

と
思
っ
て
い
る
の
は
日
本
人
だ
け
。
石
油
系
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
八
千
年
持
つ
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
を
気
に
す
る
事
な
く
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
は
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
下
さ
い
。」
と
業
界
を
持
ち

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

一
方
で
、「
省
エ
ネ
・
節
電
は
人
の
活
動
量
を
抑
え
、
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エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

徳
島 

開
催 

中
部
大
学
教
授 

武
田 

邦
彦
氏 

講
演 

 

現
在
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
と
い
っ
た
商
売
共

通
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
は
あ
り
ま
す
が
、
原
発
事
故
以
降
、

電
力
政
策
見
直
し
や
国
民
の
節
電
志
向
、
災
害
対
策
へ
の

意
識
高
揚
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
の
要
因
・
フ
ォ
ロ
ー
の
風
が

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
に
は
吹
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
フ
ォ
ロ
ー
の
風
を
う
ま
く
と
ら
え
き
れ
て
い
な
い

の
が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の
現
状
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
在
り
方
を
考
え

な
が
ら
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
分
散
型
で
災
害
に
強
く
、
節
電
・

発
電
に
も
効
果
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
事
を
お
客
様

に
理
解
し
て
も
ら
う
事
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
平
成
二
十
四

３
・
１
１
か
ら
学
ぶ 

演
題 

「
考
え
よ
う
！ 

 
 
 
 

未
来
へ
の
責
任 

 
 

～
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
～

」 

『
ホ
ン
マ
で
っ
か
！
？ 

Ｔ
Ｖ
』出
演
中
の 

講
師 

武
田 

邦
彦 

氏 

（
中
部
大
学
教
授
） 

パ
ネ
リ
ス
ト 

 

武
田 

邦
彦
氏
（
講
師
） 

 

坂
田 

千
代
子
氏
（㈱
あ
わ
わ
会
長
） 

 

加
渡 

い
づ
み
氏
（四
国
大
学
短
期
大
学

部
講
師
／
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
） 

 

中
岸 

雅
夫
氏
（徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス

協
会
会
長
） 

「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」 

開会あいさつ

青年部会長

石川 雅史氏
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エ
ネ
ル
ギ
ー
を
分
散
さ
せ
る
事
が
大
切
で
あ
る
。 

加
渡 

パ
イ
プ
や
ケ
ー
ブ
ル
が
寸
断
さ
れ
、
ラ
イ
ン
が

た
た
れ
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
送
れ
な
い
と
い
う
大
型
で
、

一
局
集
中
の
供
給
形
態
は
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
は
各
家
庭
で
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
や
燃
料
電
池
・
太
陽

光
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在
庫
を
持
つ
事
が
重
要
で

す
。 

中
岸 

電
化
を
否
定
し
な
い
が
、
オ
ー
ル
に
な
る
の
は

問
題
だ
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
災
害
に
対
す
る
強
さ
な
ど
、
各
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
良
い
と
こ
取
り
を
す
べ
き
。
そ
れ
が
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
の
考
え
方
で
す
。 

武
田 

石
油
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
ガ
ス
類
の
寿
命
が

一
番
長
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考
え
た
時
、

日
本
は
色
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、
そ
の
中
で
も
ガ
ス
が
一
番
い
い
で
す
ね
。 

 

最
後
に
、
中
岸
会
長
か
ら
「
電
気
の
得
意
分
野
は
電
気

で
、
ガ
ス
の
得
意
分
野
は
ガ
ス
で
、
そ
う
い
っ
た
使
い
分

け
を
し
て
頂
き
た
い
。」
と
訴
え
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
閉

じ
ま
し
た
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の 

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス 

に
つ
い
て 

 

坂
田 

オ
ー
ル
電
化

み
た
い
に
、
単
一
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
頼
る
と
災

害
時
に
生
活
が
で
き

な
く
な
る
。
各
家
庭
で

 

今
ま
で
、
業
界
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
優
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
特

性
の
割
に
、
社
会
評
価
が
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
が
、
大
震
災
と
い
う
苦
難
を
契
機
に
明
確
な
位
置
づ

け
を
確
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

今
こ
そ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
巻
く

社
会
の
動
き
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
お
客
様
に
い
か
に
素

晴
ら
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
か
を
理
解
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
思
い
で
、
こ
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
成
功
か
否
か
は
別
と
し

て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
性
を
十
分
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
た
場
に
な
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

商
売
は
、
先
人
の
築
い
た
富
に
座
し
て
い
る
だ
け
で
は

衰
退
あ
る
の
み
で
す
。
協
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
家
庭
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
変
革
に
臨
む
べ
く
行
動

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
決
定
か
ら
当

日
ま
で
七
ヶ
月
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
青
年
部
会
員

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
の
大
役
を
見
事
に
果
た
し

て
く
れ
ま
し
た
中
岸
会
長
、
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

石
川 

雅
史
（
青
年
部
会
長
）

やっぱりガスだね！ 

「パネルディスカッション」

今
年
度
第
一
回
お
客
様
相
談
所
委
員
会

が
十
月
二
十
五
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
相
談
事
例
は
四
件
で
、
内
三
件
が
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
価
格
に
つ
い
て
、
残
り
一
件
は
保

安
に
関
す
る
事
例
で
し
た
。 

 

「書
面
交
付
時
に 

料
金
表
も 

配
布
し
よ
う
！
」 

 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
価
格
に
つ
い
て
は
料
金
表

が
配
布
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で

に
も
多
数
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。 今

回
の
事
例
で
は
「
引
越
し
を
し
て
き

た
が
、
以
前
の
ガ
ス
会
社
は
料
金
表
を
ポ

ス
ト
に
入
れ
て
い
た
が
、
今
の
ガ
ス
会
社

は
毎
月
の
請
求
額
が
書
か
れ
た
用
紙
だ
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
料
金
表
を
下
さ
い
と

言
わ
な
け
れ
ば
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
？
」
こ
の
疑
問
に
端
を
発
し
、
請
求

書
に
原
料
費
調
整
制
度
と
書
か
れ
て
い
る

が
何
の
こ
と
？ 

こ
れ
だ
け
円
高
に
な
っ

て
い
る
の
に
ガ
ス
料
金
は
上
が
っ
て
い
る

の
は
な
ぜ
？ 

と
い
っ
た
質
問
が
為
さ
れ

て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
、
事
務
局
（
相
談
員
）
で

寧

説

行

で
す

は
丁
寧
に
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
の
請
求
額
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、

客
観
的
な
判
断
材
料
と
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
石
油
情
報
セ
ン

タ
ー
で
の
価
格
情
報
を
見
て
い
た
だ
く
よ

う
勧
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
相
談
事
例
は
価
格
に
関
す
る
代
表

的
な
内
容
な
の
で
す
が
、
こ
こ
で
販
売
業

者
と
し
て
何
を
す
る
べ
き
な
の
か
と
言
う

こ
と
で
す
が
… 

① 

セ
ン
タ
ー
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ど
の 

 
 
 

よ
う
な
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る

か
確
認
す
る
こ
と
。 

② 

供
給
開
始
時
に
は
、
書
面
の
交
付 

 
 
 

は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
料
金
表
も
配

布
し
て
当
社
（
店
）
の
料
金
体
系

は
こ
う
な
っ
て
い
ま
す
。
原
料
費

調
整
制
度
を
導
入
し
て
い
る
な
ら

ば
、
毎
月
こ
の
書
類
（
請
求
書
又

は
検
針
票
）
で
、
こ
こ
を
見
て
い

た
だ
け
れ
ば
確
認
で
き
る
こ
と
。 

の
二
点
を
丁
寧
に
説
明
す
る
事
が
重
要
で

す
。 

 

お
客
様
に
安
心
し
て
、
永
く
ガ
ス
を
ご
使

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
ガ
ス
料
金

に
対
す
る
説
明
責
任
が
あ
る
事
を
認
識
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

お
客
様
相
談
所
委
員
会

開
催 
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平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日
（
火
） 

徳
島
県
高
圧
ガ
ス
保
安
大
会 

場
所 

徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル 

知
事
表
彰 

■ 

保
安
功
労
者 

 

松
本 

久
雄 

赤
石
住
設
㈱ 

 

神
原  

寛 
 

神
原
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
㈱ 

 

濵
田 

利
博 

徳
島
ガ
ス
協
業
組
合 

一
般
社
団
法
人
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス

協
会
長
表
彰 

■ 

保
安
功
労
者 

 

酒
井  

勝 

㈲
酒
井
燃
料 

 

重
清 

泰
弘 

㈲
重
清
商
店 

 

三
浦 

佳
展 

㈲
カ
ネ
テ
三
浦
商
店 

 

岩
本 

卓
也 

㈱
平
成
興
業 

■ 

優
良
従
業
員 

 

石
本 

雅
也 

日
プ
ロ
徳
島
㈱ 

 

吉
田 

典
生 

㈲
大
黒
屋
プ
ロ
パ
ン 

 

高
畠 

弘
文 

㈲
川
原
プ
ロ
パ
ン 

 

圓
藤 

勝
彦 

鳴
門
ガ
ス
㈱ 

 

伊
月 

弘
孝 

宮
崎
商
事
㈱
阿
波
工
場 

 

小
牧 

政
夫 

㈱
ス
タ
ン 

 

香
川 

欣
敬 

㈱
ス
タ
ン
阿
南
支
店 

 

米
積 

仁
司 

㈱
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま 

 
 
 
 
 
 

 

サ
ー
ビ
ス 

 

 

ま
た
、
本
年
度
は
、
徳
島
県
お
よ
び
徳

島
県
高
圧
ガ
ス
地
域
防
災
協
議
会
と
共

同
で
、
高
圧
ガ
ス
保
安
に
対
す
る
県
民
の

理
解
促
進
事
業
と
し
て
『
徳
島
県
高
圧
ガ

ス
保
安
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
』
の
デ
ザ
イ
ン

を
一
般
公
募
い
た
し
ま
し
た
。 

 

選
考
の
結
果
、
最
優
秀
賞
（
知
事
賞
）

図
１
、
一
般
社
団
法
人
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー

ガ
ス
協
会
長
賞
（
特
別
賞
）
が
図
２
と
な

り
、
本
保
安
大
会
で
併
せ
て
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。 

  

 
 
 
 
 

高
圧
ガ
ス
保
安
活
動
促
進
週
間
（
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三

日
～
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
九
日
）
に
お
け
る
行
事
と
し
て
、

徳
島
県
と
徳
島
県
高
圧
ガ
ス
地
域
防
災
協
議
会
が
主
催
し
、
高
圧

ガ
ス
保
安
協
会
が
後
援
す
る
『
徳
島
県
高
圧
ガ
ス
保
安
大
会
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

永
年
に
亘
り
、
災
害
の
防
止
に
努
力
さ
れ
た
方
や
、
保
安
に
極
め
て
顕
著

な
功
績
を
上
げ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

▼
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト 

 

徳
島
の
頭
文
字
「Ｔ
」を
モ
チ
ー
フ
に
、

圧
縮
ガ
ス
が
解
放
さ
れ
、
県
民
の
生
活

や
社
会
全
体
に
貢
献
し
て
い
る
形
を
描

き
、
そ
の
根
底
に
あ
る
「
高
圧
ガ
ス
保

安
」の
大
切
さ
を
表
現
し
た
。 

【
図
１
】

最優秀賞（知事賞） 
小柴 雅樹 

特別賞（一般社団法人徳島県
エルピーガス協会長賞） 

港 風花 

【図２】 

十
一
月
六
日
、
経
済
部
会
主
催
の

経
営
講
習
会
が
ノ
ー
リ
ツ
、
リ
ン
ナ

イ
、
パ
ロ
マ
の
ご
協
力
を
得
て
、
徳

島
健
康
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
会
議
室

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

四
十
五
名
。 

事
業
環
境
を
取
り
巻
く
外
部
要
因

の
中
で
、
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め

る｢

電
化｣

で
す
が
、
こ
れ
に
対
抗
す

る
た
め
に
は
ガ
ス
消
費
量
は
減
少
し

て
も
顧
客
を
繋
ぎ
と
め
る
太
陽
熱
温

 

 

平
成
二
十
四
年
度 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス 

安
全
委
員
会
長 

表
彰 特

別
顕
彰 

 

十
月
二
十
五
日
、
東
京
千
代
田
区
の
如
水
会
館
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

消
費
者
保
安
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当
協
会
は
会
長
特
別
顕
彰

を
受
け
ま
し
た
。
大
会
に
は
和
西
副
会
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

■ 

経
営
講
習
会 

開
催 

■

徳島健康科学総合センター会議室 

水
器
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯
器
の
有

効
性
に
つ
い
て
最
新
情
報
を
各
社
か

ら
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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第
二
回
目
の
配
送
コ
ン
テ
ス
ト
を
十

一
月
二
十
一
日
（
水
）
に
開
催
す
る
こ

と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

配
送
員
さ
ん
は
、
唯
一
顧
客
と
接
触

す
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
で
す
。
挨
拶
や
動

作
一
つ
で
会
社
全
体
の
評
価
が
決
ま
る

大
切
な
作
業
で
す
。 

今
回
は
一
人
配
送
で
、
五
～
六
社
の

参
加
を
予
定
し
て
お
り
、
特
に
優
秀
な

方
に
は「
最
優
秀
賞
」を
与
え
称
え
ま
す
。

 

日
程
は
次
の
通
り
で
す
の
で
、
多
数

の
方
の
見
学
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

★ 

日
時 

 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日

（
水
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

★ 

場
所 

 

ジ
ェ
イ
エ
イ
徳
島
燃
料
サ
ー
ビ
ス
㈱

土
成 ※ 

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
は
準

備
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。【
集
合  

午
前
九
時
三
十
分
】

 
 
 

麻
野 

怡
弘
（
製
造
部
会
長
）

今
回
は
、
徳
島
県
の
防
災
訓
練
と
防

災
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

九
月
一
日
に 

美
馬
市
で
行
わ 

れ
た
防
災
訓
練 

の
参
加
は
、
Ｌ 

Ｐ
ガ
ス
の
安
全 

を
示
し
た
パ
ネ 

ル
展
示
で
し
た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

小
型
発
電
機
も
正
面
に
設
置
し
て
便

利
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
消
防
関
係
の

方
が
興
味
を
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
確

か
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
出
来
て
い
て
、
騒

音
も
さ
ほ
ど
大
き
く
な
く
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
た
ま
ま
説
明
が
で
き
、
燃
料
の

第
二
回 

『配
送
コ
ン
テ
ス
ト
』の 

実
施
に
つ
い
て 

震
度
５
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
遮
断
す

る
こ
と
な
ど
基
本
的
な
こ
と
を
ご
説

明
し
た
と
こ
ろ
、「
じ
ゃ
ぁ
、
う
ち
の

ガ
ス
は
安
心
で
す
ね
！
」
と
に
こ
や
か

に
去
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
展

示
も
た
だ
並
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
安

全
性
・
便
利
さ
を
来
場
者
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
の
か
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

前
号
で
も
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
今
年
の
保
安
対
策
指
針
と
し

て
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
の

早
期
交
換
と
、
ボ
ン
ベ
チ
ェ
ー
ン
の
二

重
掛
け
、
こ
れ
は
是
非
と
も
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。
自
然
災
害

は
防
ぐ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
二
次

災
害
は
皆
さ
ん
の
努
力
で
限
り
な
く

 

小
さ
く
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。 

非
常
時
に
、
や
っ
ぱ
り
ガ
ス
は
危
険

な
ん
だ
と
言
わ
れ
る
よ
り
、
逆
に
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
使
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
お

客
様
に
褒
め
て
貰
い
た
い
も
の
で
す
。

 

ま
た
、
こ
の
次
に
原
稿
を
書
く
機
会

が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
新
し
い
情
報
と
皆

さ
ん
に
楽
し
く
読
ん
で
頂
け
る
よ
う

明
日
か
ら
用
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

野
口 

久
司
（
保
安
部
会
長
）

保
安
部
会 

【
美
馬
市
】 

徳
島
県
総
合
防
災
訓
練 

【
北
島
町 

防
災
セ
ン
タ
ー
】 

防
災
フ
ェ
ス
タ 

 
 

 
 

 
 

 

実
施
に
つ
い
て 

 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
も
５
キ
ロ
容
器
で
半
日
は

連
続
運
転
が
可
能
で
す
。
発
電
容
量
は

約
８
０
０
Ｗ
と
少
な
い
で
す
が
、
用
途

と
し
て
は
幅
広
い
使
用
方
法
が
考
え

ら
れ
ま
す
。 

十
月
十
四
日
に
は
、
北
島
町
の
防
災

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
防
災
フ
ェ
ス

タ
に
参
加
し
ま
し
た
。
防
災
訓
練
と
同

じ
で
パ
ネ
ル
展
示
と
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
燃
料

対
応
発
電
機
の
デ
モ
を
行
い
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
を
使
用
し
た
石
焼
き
芋
も
無
償
で

配
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
好
評
で
一
時

は
三
十
人
程
度
の
行
列
が
で
き
、
お
渡

し
し
て
い
る
私
た
ち
も
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
も
参
加
す
る
機
会
が
あ
れ

ば
も
う
少
し
や
り
方
を
考
え
て
、
も
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
Ｌ
Ｐ
ガ

ス

の

安

全･

便
利

さ

を

一

般

の

お

客

様

に

的
確
に
周
知
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
戸
建
て
住
宅
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
使
用
さ
れ
て
い
る
あ
る
ご
婦
人
が
、

自
宅
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
安
全
性
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
ら
れ
放
出
防
止
型
高

圧
ホ
ー
ス
の
作
動
原
理
と
、
マ
イ
コ
ン

Ｓ
型
メ
ー
タ
ー
が
ガ
ス
を
使
用
中
に

■■■ 行事予定 ■■■ ■■ 
 ９日 都市ガス対策委員会 協会１階 13:30～
１１日 国家試験 建設センター 9:30～
１４日 電化対策委員会 協会１階 13:30～
１６日 四国地方高圧ガス保安大会 高松市 13:30～

２１日 第２回配送コンテスト 
ジェイエイ徳島燃料
サービス㈱ 

13:30～

２７日～２８日 フレキ管講習 ポリテクセンター 9:00～

 

２７日 青年部四国ブロック会議 白水園 16:00～
 ２日 設備士技能検定 ポリテクセンター 9:30～

 ４日 四国ＬＰガスブロック会議 
徳島グランヴィリオ ホ
テル 

15:00～ 

 ６日 設備士再講習 ＪＡ会館 9:00～

 

11 
月 

月 
12 
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